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市
立
図
書
館
は
平
成
29
年
11
月
で
新
館

が
開
館
し
て
5
周
年
と
な
り
ま
し
た
。
毎

年
延
べ
約
11
万
人
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
は
毎
月
約

３
０
０
冊
の
新
着
本
が
入
っ
て
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
は
、
話

題
の
絵
本
や
児
童
書
を
、
大
人
向
け
に
は
、

心
が
軽
く
な
っ
て
仕
事
が
上
手
く
い
く
人

生
訓
を
、「
字
が
小
さ
く
て
読
書
は
ち
ょ
っ

と
…
」
と
い
う
方
に
は
大
き
な
字
の
「
大

活
字
本
」
が
お
勧
め
で
す
。
ま
だ
利
用
し

た
こ
と
の
な
い
方
も
是
非
図
書
館
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

平
日
の
開
館
時
間
は
午
後
６
時
30
分
ま

で
で
す
。
仕
事
帰
り
な
ど
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

土
日
祝
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

◆
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

　

◆
土
・
日
・
祝
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

　

◆
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

市
立
図
書
館
は

　

５
周
年
と
な
り
ま
し
た

利
用
案
内

■
開
館
時
間

■
休
館
日

　

◆
毎
月
最
終
金
曜
日
・
年
末
年
始
・
特

別
整
理
期
間
な
ど

　

一
人
10
冊
ま
で
貸
し
出
し
で
き
ま
す
。

上
田
地
域
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

結
ば
れ
て
い
る
図
書
館
な
ら
、
予
約
・
貸

出
・
返
却
が
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。
自
動

貸
出
機
や
閉
館
時
の
返
却
ポ
ス
ト
な
ど
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
館
内
の
検
索
機
で

本
の
所
蔵
や
貸
出
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

図
書
館
内
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。
指
定
の
場
所
で
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
の
持
ち
込
み
利
用
も
で
き
ま
す
。

■
本
を
借
り
る
・
返
す

　

探
し
て
い
る
本
や
日
常
生
活
や
仕
事
で

調
べ
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
職
員
に

お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
資
料

や
情
報
を
探
す
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

例
：「
ふ
る
さ
と
民
話
」
の
中
の
〝
湯
の

丸
高
原
の
つ
つ
じ
〟
に
つ
い
て
、
話

の
時
代
背
景
が
知
り
た
い
。

例
：
自
分
の
祖
先
に
つ
い
て
、
代
々
伝
え

ら
れ
て
き
た
も
の
が
あ
る
が
、
文
献

で
そ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
れ
ば
見
て

み
た
い
。

　

毎
週
水
曜
日
、
コ
ー
ス
別
に
巡
回
し
て

い
ま
す
。
広
い
車
内
に
は
約
４
千
冊
の
本

が
ぎ
っ
し
り
！
お
気
に
入
り
の
本
が
見
つ

か
り
ま
す
。

■
本
を
探
す

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
サ
ー
ビ
ス

■
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

■
移
動
図
書
館
車

▲市内を巡回しています

▲自動貸出機
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◎
学
習
利
用
…
図
書
館
研
修
室
を
学
習
の

た
め
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
で
も
学
習
が
可
能
で
す
。
静
か
な

環
境
で
集
中
し
て
学
習
で
き
ま
す
。
テ

ス
ト
前
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
相
互
貸
借
…
本
が
エ
コ
ー
ル
内
に
な
く

て
も
他
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
…
「
信
濃
毎

日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、「
ポ
プ
ラ

デ
ィ
ア
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
百
科
事
典
）」、

「
ル
ー
ラ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
農
業
）」

が
利
用
で
き
ま
す
。

◎
団
体
貸
し
出
し
…
読
み
き
か
せ
活
動
の

グ
ル
ー
プ
は
、
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
用

舞
台
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

◎
実
習
・
研
修
…
学
校
等
は
、
職
場
体
験

や
職
場
実
習
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

◦
読
み
た
い
本
が
あ
り
、
大
変
あ
り
が
た

い
。
ネ
ッ
ト
で
予
約
で
き
て
便
利
で
す
。

◦
絵
本
や
紙
芝
居
が
多
い
の
で
嬉
し
い
で

す
。

◦
借
り
た
い
本
な
ど
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
い
う
れ
し
い
で
す
。

◦
本
棚
に
表
紙
を
見
せ
て
並
べ
て
あ
る
本

を
よ
く
借
り
ま
す
。
目
に
付
き
易
く
と

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
な

ど
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

◦
図
書
館
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
テ
レ

ビ
の
時
間
が
減
り
ま
し
た
。

※
5
月
実
施
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

◦
図
書
館
ま
つ
り
（
11
月
3
日
）
10
月
16

日
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
お
は
な
し
会
（
11
月
10
日
／
午
前
10
時

半
～
）
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

◦
く
る
み
講
演
会
（
11
月
12
日
）
11
月
１

日
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
え
ほ
ん
の
国
（
11
月
15
日
）
高
校
生
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

◦
お
は
な
し
子
ど
も
会
（
11
月
18
日
／
午

前
10
時
半
～
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

◦
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
12
月
23
日
）

図
書
館
職
員
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ

タ
ー
の
調
べ
。

◉
一
般

1
位　

九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い

	

佐
藤　

愛
子
／
著

2
位　

火
花	

又
吉　

直
樹
／
著

3
位　

蜜
蜂
と
遠
雷	

恩
田　

陸
／
著

4
位　

陸
王	
池
井
戸　

潤
／
著

5
位　

ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
跡

	

東
野　

圭
吾
／
著

◉
児
童
書

1
位　

じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
び
り
び
り

	

ま
つ
い
の
り
こ
あ
か
ち
ゃ
ん
の
ほ
ん

	
	

ま
つ
い　

の
り
こ
／
作
・
絵

2
位　

お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん

	
	

絵
本
ぼ
く
た
ち
こ
ど
も
だ
１　

	
	

ふ
る
た　

た
る
ひ
／
作

3
位　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
て
ん
ご
く
と

じ
ご
く

	
	

ポ
プ
ラ
社
の
新
・
小
さ
な
童
話

	
	

原　

ゆ
た
か
／
作
・
絵

4
位　

く
だ
も
の

	
	

福
音
館
の
幼
児
絵
本

	
	

平
山　

和
子
／
作

5
位　

ミ
ッ
ケ
！
７

	
	

　

た
か
ら
じ
ま

	

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク
／
写
真

※
上
田
地
域
図
書
館
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
８
月
調
べ

■
そ
の
ほ
か
の
図
書
館
利
用
法

■
図
書
館
利
用
者
か
ら
の
声

■
こ
れ
か
ら
の
行
事
の
お
知
ら
せ

■
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ

▲学習室

▲利用者

▲読み聞かせ

●
問
い
合
わ
せ
先

　

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

－

５
８
８
６
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今
月
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
健

や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る
強
調
月

間
で
す
。

　

市
で
は
教
育
委
員
会
事
務
局
の

教
育
課
に
併
設
さ
れ
て
い
る
「
青

少
年
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
青

少
年
の
非
行
防
止
と
社
会
環
境
整

備
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
県
内
の
19

の
市
に
設
置
さ
れ
、
当
市
で
は
38

名
の
「
青
少
年
補
導
委
員
」
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
活
動

し
て
い
ま
す
。

①
下
校
パ
ト
ロ
ー
ル
・
街
頭
啓
発

活
動
・
社
会
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活

動
に
よ
る
地
域
へ
の
啓
発
。

②
教
育
懇
談
会
・
研
修
会
を
通
し

た
家
庭
と
の
繋
が
り
。

③
あ
い
さ
つ
運
動
・
美
化
活
動
・

に
よ
る
学
校
と
連
携
。

　

以
上
の
活
動
を
通
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●問い合わせ先　教育課　青少年教育係　☎ 64 －５９０6

青少年センターの活動

青少年
補導委員

その他

学 校

家 

庭
街頭啓発活動

社会環境チェック活動
県大会において市の取組みの

活動報告の発表

小学校において補導委員さんの紹介 あいさつ運動

補導活動10年表彰
滋野地区 寺嶋健一様

東御清翔高校生との美化活動

地域で育てようおらほの子ども
1 1月は全国子ども・若者

育成支援強調月間です

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み

青
少
年
補
導
委
員
の

任
務

教育懇談会
中学校PTA

下校
パトロール

地 

域

（2017年11月）市報とうみ 4



　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
、ゲ
ー

ム
機
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
音
楽
プ

レ
ー
ヤ
ー
か
ら
の
ネ
ッ
ト
接
続
に

よ
り
、
ネ
ッ
ト
利
用
の
低
年
齢
化

と
長
時
間
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
な
反

面
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
自
分

や
他
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、

将
来
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
子
ど
も
を
一
人
で

も
減
ら
す
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
上
手
に
活
用
す
る
力
を

育
て
る
「
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
６
年
生
親
子
、
中
学
生
、

乳
幼
児
を
お
持
ち
の
保
護
者
等
を

対
象
に
、
市
内
の
至
る
と
こ
ろ
へ

出
前
講
座
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
便
利
な
面

と
危
険
な
面
を
話
し
合
っ
た
り
、

事
例
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
、
ネ
ッ

ト
社
会
、
ネ
ッ
ト
利
用
に
潜
む
危

険
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
市
内
小
学
６
年
生
・
中
学
２
年
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
イ
ヤ
な
思
い
を
し
た
時
、
誰

に
相
談
し
ま
す
か
？
」
の
問
い
に
対
し
、
小
学
生
・
中
学
生
共
に
1
位
が

家
族
、
2
位
が
友
だ
ち
と
な
り
、
そ
の
比
率
は
昨
年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、「
誰
に
も
相
談
し
な
い
」
と
答
え
た
割
合
は
小
学
生
・
中
学
生
共
に

減
少
し
、
問
題
が
発
生
し
た
時
は
自
分
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
で
き
る
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
る
状
況
で
、
良
い
傾
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
悪
影
響
か
ら
子
ど
も
を
守
る
！

「
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
取
り
組
み
」

出

前

講

座

▲支援センターでの啓発 ▲乳幼児健診での講座の様子

▲小₆親子出前講座の様子

小学6年生／237件　中学2年生／265件　回答

（％） 小学6年生

友だち家族
■H28年度　　■H29年度

中学2年生

小学6年生 中学2年生

100

80

60

40

20

0

70
91

29 34

（％）

誰にも相談しない
■H28年度　　■H29年度

25

20

15

10

5

0

11

3

（％）

誰にも相談しない
■H28年度　　■H29年度

25

20

15

10

5

0

21

9

（％）

友だち家族
■H28年度　　■H29年度

100

80

60

40

20

0

56
74

39 36

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
よ
り

市報とうみ（2017年11月）5



　

国
保
会
計
の
収
入
の
内
、
国
保
税
に
よ

る
収
入
は
国
保
会
計
の
15
・
９
％
を
占

め
、
6
億
３
７
３
５
万
円
で
、
前
年
度

に
対
し
０
・
４
％
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

１
人
当
た
り
に
換
算
し
た
国
保
税
額
は

８
３
６
０
０
円
で
し
た
。
国
保
税
の
収
納

率
は
、
28
年
度
現
年
課
税
分
が
95
・
７
%
、

前
年
度
比
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
の
増
で
し
た
。

　

支
出
の
内
、
保
険
給
付
費
に
関
わ
る
費

用
は
国
保
歳
出
額
の
62
・
７
%
を
占
め
、

前
年
に
対
し
２
５
３
２
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
1
人
当
た
り
に
要
し
た
医
療
費

は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

『
歳
入
』

①
国
民
健
康
保
険
税
…
国
保
加
入
者
か
ら
の

保
険
税
で
す
。

②
国
庫
支
出
金
…
国
か
ら
の
支
出
金
で
す
。

③
県
支
出
金
…
長
野
県
か
ら
の
支
出
金
で
す
。

④
療
養
給
付
費
交
付
金
…
退
職
者
医
療
に
対

す
る
交
付
金
で
す
。

⑤
前
期
高
齢
者
交
付
金
…
医
療
費
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
の
交
付
金
で
す
。

⑥
共
同
事
業
交
付
金
…
高
額
な
医
療
費
に
対

す
る
交
付
金
で
す
。

⑦
繰
入
金
…
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

『
歳
出
』

Ⓐ
総
務
費
…
国
保
会
計
運
営
に
係
る
経
費
で

す
。

Ⓑ
保
険
給
付
費
…
国
保
加
入
者
の
医
療
費
、

高
額
医
療
費
な
ど
に
対
す
る
経
費
で
す
。

Ⓒ
後
期
高
齢
者
支
援
金
…
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
係
る
支
援
金
で
す
。

Ⓓ
介
護
納
付
金
…
介
護
給
付
へ
の
納
付
金
で
す
。

Ⓔ
共
同
事
業
拠
出
金
…
高
額
な
医
療
費
に
対

す
る
拠
出
金
で
す
。

Ⓕ
保
健
事
業
費
…
特
定
健
診
や
各
種
検
診
に

関
す
る
経
費
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
東
御
市
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、
世
帯
数
４
４
４
５
戸
、

７
５
０
９
名
の
加
入
状
況
で
し
た
。（
29
年
３
月
末
現
在
）。

　

28
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が
約
40
億
78
万
円
、
歳
出
が
約

37
億
３
７
６
万
円
で
差
し
引
き
は
２
億
９
７
０
２
万
円
の
黒
字
決
算
で
し
た
（
下
図

の
と
お
り
）。

　

し
か
し
、
28
年
度
の
収
入
の
う
ち
国
保
税
の
減
収
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
、
ま
た
、
国
保
会
計
の
貯
金
で
あ
る
「
国
保
財
政
調
整
基
金
」
を
取
り
崩
し
た
た
め
、

こ
れ
ら
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
７
６
５
３
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

決
算
の
状
況
を
報
告
し
ま
す

東
御
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳入
4,000,783

千円

歳出
3,703,763

千円

国民健康保険税
637,347千円

（15.9％）

国庫支出金
846,536千円

（21.2％）

県支出金
179,931千円

（4.5％）

繰越金
103,551千円

（2.6％）

繰入金
444,653千円

（11.1％）

共同事業
交付金
827,690千円

（20.7％）

前期高齢者交付金
840,687千円（21.0％）

療養給付費交付金
109,008千円（2.7％）

その他収入
11,380千円（0.3％）総務費

19,479千円
（0.5％）

保険給付費
2,322,834千円

（62.7％）
後期高齢者支援金
417,623千円（11.3％）

前期高齢者納付金
305千円（0.0％）

老人保健拠出金
13千円（0.0％）

介護納付金
160,743千円

（4.3％）

共同事業拠出金
743,976千円（20.1％）

保健事業費
35,497千円（1.0％）

その他支出 3,293千円（0.1％）

収
支
の
内
訳

28
年
度
の
国
保
会
計
の
特
徴

※表示単位未満四捨五入

会
計
決
算
は
黒
字
決
算

実
質
収
支
は
７
６
５
３
万
円
赤
字

◇
国
保
税
収
入

◇
保
険
給
付
費
は
高
額
化
傾
向

（グラフ）被保険者一人当たり医療費と国保税の推移

0.0001

400，000

350，000

300，000

250，000

200，000

150，000

100，000

50，000

0

一人当たり医療費(円)　　　　一人当たり国保税(円)

65,929

67,289

71,409
92,107

91,706

81,527

81,707

79,733

82,171

81,645 83,600
80,728

229,961

244,846

251,187

254,938

258,209 272,043

293,803

294,612

307,863
317,190

343,085

354,913

28
年
度

27
年
度

26
年
度

25
年
度

24
年
度

23
年
度

22
年
度

21
年
度

20
年
度

19
年
度

18
年
度

17
年
度

（注）	１		一人当たり医療費は、事業年報費用額を事業年報年度平均被保険者数で除して算出。
	 ２		一人当たり国保税は、国保税のうち現年分の調定総額を全被保険者数で除して算出。
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県
は
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

国
民
健
康
保
険
の
収
支
と
支
出
を
管
理
し

ま
す
。

　

市
は
従
来
ど
お
り
住
民
と
の
身
近
な
関

係
の
中
で
、
保
険
税
の
賦
課
・
徴
収
、
被

保
険
者
証
の
発
行
、
保
健
事
業
な
ど
、
地

域
の
き
め
細
か
い
事
業
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

①
救
急
の
場
合
を
除
き
、
休
日
・
夜
間
の

受
診
は
さ
け
、
平
日
の
診
療
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う

②
重
複
受
診
（
病
院
を
い
く
つ
も
は
し
ご

す
る
）
は
や
め
て
、
か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
ま
し
ょ
う

③
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う

　

国
保
会
計
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
は
、

国
保
税
の
期
限
内
納
付
と
医
療
費
の
抑
制

が
重
要
な
課
題
で
す
。

　

国
保
は
保
険
税
と
国
・
県
の
補
助
金
等

で
成
り
立
つ
医
療
保
険
制
度
で
す
。
国
保

税
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
国
保
会
計

を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
大
変
重
要

で
す
。
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
健
診
を
受
け
自
ら
の
健
康
づ

く
り
を
意
識
し
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
は
、
増
え
続
け
る
医
療
費
の
抑
制

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
東
御
市
で

は
特
定
健
診
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
28

年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
10
月
の
推

計
で
44
・
5
％
で
す
。
ま
た
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
進
め
る

た
め
に
策
定
し
た「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

に
よ
り
レ
セ
プ
ト
情
報
や
健
診
デ
ー
タ
な

ど
の
情
報
を
活
用
し
、
疾
病
予
防
・
重
症

化
予
防
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
、
健
康
づ

く
り
に
気
を
配
り
、
予
防
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
75

－

８
８
１
０

安
定
し
た
運
営
の
た
め
に

重
症
化
し
な
い 

健
康
づ
く
り

◇
国
保
税
の
期
限
内
納
付
を

◇
県
と
市
の
役
割
分
担

医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
30
年
４
月
か
ら

国
保
制
度
が
変
わ
り
ま
す

県
も
国
保
制
度
を
担
い
ま
す

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
と
は
、
一
般
家
庭
や
工
場
、
店

舗
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
（
し
尿
や

雑
排
水
）
を
集
め
き
れ
い
な
水
に
処
理
し

排
水
す
る
こ
と
を
い
い
、
東
御
市
ほ
ぼ
全

域
に
整
備
さ
れ
、
現
在
約
92
％
の
人
が
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
汚
水
以
外
を
処
理
す
る
事
が

で
き
ま
せ
ん
。
安
易
な
考
え
で
処
理
で
き

な
い
も
の
を
流
す
と
、
排
水
管
が
詰
り
汚

水
の
逆
流
や
最
悪
の
場
合
下
水
道
が
使
用

で
き
な

く
な
る

重
大
な

ト
ラ
ブ

ル
を
引

き
起
し

ま
す
。

　
★
キ
ッ
チ
ン
で
は

　

調
理
く
ず
・
残
飯
等
の
生
ゴ
ミ
、
天
ぷ

ら
油
（
廃
油
）
な
ど

★
ト
イ
レ
で
は

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
下
着
や
タ
オ
ル
な
ど
の

布
類
、
流
せ
る
と
書
い
て
な
い
洗
浄
シ
ー

ト
な
ど 下

水
道
を
正
し
く
使
お
う
！

下
水
道
に
流
さ
な
い
で
！

★
洗
面
所
、
お
風
呂
場
で
は

　

糸
く
ず
、
髪
の
毛
、
石
鹸
等
の
固
形
物

な
ど

★
家
の
排
水
設
備
で
は

　

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
シ
ン
ナ
ー
等
の
揮

発
性
物
質
や
バ
ッ
テ
リ
ー
液
、
雨
水
な
ど

　

各
ご
家
庭
で
定
期
的
に
ト
ラ
ッ
プ
桝
な

ど
の
清
掃
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、

取
り
除
い
た
ゴ
ミ
は
、
市
の
分
別
方
法
に

従
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
異
物
を
流
し
て
し
ま
っ
た
ら
下

水
道
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ほ
た
る
の
発

見
情
報
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
市

内
外
の
方
か
ら

た
く
さ
ん
の
発

見
情
報
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
情
報
を
基
に
２
０
１
７
年
度

版
の
ほ
た
る
発
見
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
作
成
し
た
ほ
た
る
発
見
マ
ッ
プ

は
11
月
中
旬
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎
64

－

５
８
７
４

▲油で詰まった排水管

ほ
た
る
発
見
マ
ッ
プ

ジェネリック医薬品の特徴
○新薬と有効成分が同じなの
で同等の効果が得られます。
○安全性・有効性は国の厳格な
審査により認められています。

○開発コストが少ない分、新薬
より安価です。
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市
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
施
策
お
よ
び
啓
発
の
た
め
、
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
今
回
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
市
内
の
事
業

所
を
訪
問
し
、
企
業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

正
社
員
だ
け
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
女
性

活
躍
推
進
で
は
な
い
と
実
感
。
家
庭
の
状

況
に
応
じ
て
柔
軟
に
働
け
る
こ
と
も
大
事
。

正
社
員
が
子
育
て
を
理
由
に
パ
ー
ト
に

な
っ
て
も
時
給
を
配
慮
し
、
会
社
側
が
従

業
員
を
大
切
に
し
て
い
る
姿
勢
が
見
ら
れ

た
。｢

時
代
と
と
も
に
対
応
し
て
ゆ
く
会

社｣

を
目
指
し
て
実
行
し
て
い
る
と
思
う
。

　

再
雇
用
の
女
性
社
員
が
多
く
、
中
で
も

71
才
の
ベ
テ
ラ
ン
が
ホ
ー
ス
巻
き
で
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
働
き
ぶ
り
と
い
う
話
に
は
驚

か
さ
れ
た
。
女
性
で
も
取
り
扱
い
で
き
る

よ
う
製
品
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

幅
広
い
年
代
の
女
性
に
対
す
る
配
慮
が
あ

る
職
場
だ
と
感
じ
た
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
レ
ポ
ー
ト

男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
企
業
を
紹
介
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
同
和
政
策
課　

男
女
共
同
参
画
係

　

☎
64

－

５
９
０
２

㈲
御
菓
子
処
花
岡

㈱
長
野
三
洋
化
成

　

店
内
喫
茶
室
に
て
、
社
長
と
３
名
の
女

性
社
員
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

調
理
し
て
い
る
施
設
で
お
菓
子
作
り
の
現

場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
社
長
が｢

子
ど
も
家
族
を
最
優
先

に｣

と
促
し
て
い
る
。
理
由
は｢

み
ん
な

家
族
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら｣

　

社
員
が
性
別
、
立
場
に
関
わ
ら
ず
ア
イ

デ
ィ
ア
、
意
見
を
出
せ
る
環
境
に
し
て
い

る
。
コ
ン
ク
ー
ル
を
目
指
す
社
員
も
い
る

が
、
会
社
と
し
て
応
援
し
て
お
り
、
女
性

が
や
り
が
い
を
持
て
る
職
場
に
し
て
い

る
。

　

｢

子
ど
も
の
具
合
が
悪
い
と
き
に
気
持

ち
よ
く
休
ま
せ
て
く
れ
る
会
社｣

　

｢

子
育
て
に
専
念
す
る
た
め
、
一
度
辞

め
る
け
ど
落
ち
着
い
た
ら
戻
っ
て
こ
の
会

社
で
働
き
続
け
た
い｣

　

実
際
に
工
場
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工

現
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
工
場
内
で

の
女
性
の
働
き
方
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
会
議
室
に
て
社
長
、
専

務
、
そ
れ
に
２
名
の
女
性
社
員
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

育
児
休
暇
は
２
才
に
な
る
ま
で
正
社
員

の
ま
ま
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
働
く
体
制
を
支

援
し
て
い
る
。

　

60
才
を
過
ぎ
た
再
雇
用
女
性
が
10
名
働

い
て
い
る
。

　

女
性
社
員
の
希
望
と
会
社
の
希
望
を
合

わ
せ
、
リ
ー
ダ
ー
や
主
任
に
女
性
を
登
用

し
て
い
る
。

　

｢

現
在
の
育
児
休
暇
体
制
の
会
社
で
働

け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る｣

　

｢

お
互

い
の
仕
事

を
カ
バ
ー

し
合
い
休

暇
を
取
得

で
き
て
い

る｣

男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

委
員
の
感
想

委
員
の
感
想

女
性
社
員
の
声

女
性
社
員
の
声

　

紹
介
し
た
取
り
組
み
例
を
参
考
に
、
仕

事
と
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
活
動
が
両
立

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
と
、
男
女
共
に

活
き
活
き
と
仕
事
が
で
き
る
職
場
体
制
づ

く
り
を
改
め
て
考
え
、
そ
し
て
さ
ら
な
る

男
女
共
同
参
画
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

市
民
も
事
業
所
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
の
企
業
訪
問
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
２
社
の
み
な
さ
ん
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
と
め

▲懇談のようす

▲工場内の見学

▲社員との意見交換
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日
に
日
に
秋
が
深
ま
っ
て
い
く
海
野
宿
。

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
海
野
宿
は
相
変
わ
ら
ず

ほ
ど
よ
い
静
け
さ
を
保
っ
て
い
る
。
真
田

丸
の
影
響
で
昨
年
に
比
べ
て
団
体
の
お
客

様
も
だ
い
ぶ
減
っ
て
い
る
が
、
そ
の
分
個

人
客
の
方
は
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
い
る
よ
う
だ
。
哀
愁
漂
う
肌
寒
い

季
節
は
、
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
み
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
い
の
で
、
観
光

の
方
に
と
っ
て
は
人
も
ま
ば
ら
な
ほ
う
が

あ
り
が
た
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
海
野
宿
も
、
こ
の
一
年
ち
ょ
っ

と
の
間
に
幾
つ
か
新
し
い
お
店
が
ス
タ
ー

ト
し
寛
げ
る
場
所
が
増
え
た
。
観
光
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
に
も
嬉
し
い
こ
と
だ
が
、

ぜ
ひ
東
御
市
の
皆
さ
ん
に
も
、
空
い
た
時

間
に
は
海
野
宿
の
変
化
に
触
れ
て
ほ
し
い

と
思
う
。

　

観
光
案
内
所
の
「
せ
せ
ら
ぎ
」
さ
ん
は
、

東
信
エ
リ
ア
の
お
土
産
品
を
扱
い
な
が
ら
、

無
料
の
休
憩
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

海
野
宿
で
お
土
産
品
や
商
品
を
置
い
て
ほ

し
い
な
と
お
考
え
の
方
に
は
打
っ
て
付
け

の
お
店
だ
。

　

古
本
カ
フ
ェ
「
の
ら
っ
ぽ
」
さ
ん
は
、

静
け
さ
の
海
野
宿
に
マ
ッ
チ
し
た
空
間
で
、

そ
れ
こ
そ
読
書
好
き
に
と
っ
て
は
新
し
い

安
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
。
古
本
と
コ
ー
ヒ
ー

の
香
り
に
包
ま
れ
た
空
間
は
贅
沢
だ
。

　

8
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
「
麦
」

さ
ん
は
、
懐
か
し
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
や
ヘ
ル
シ
ー
な
飲
み
物
だ
け
で
な

く
、
近
隣
の
作
家
さ
ん
の
作
品
も
置
い
て

あ
り
、
特
に
女
性
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
お

店
で
あ
る
。

　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
＆
カ
フ
ェ
バ
ー

「ham
m
ock

」
さ
ん
は
、
立
ち
寄
り
の
喫

茶
・
軽
食
だ
け
で
な
く
Ｉ
Ｔ
が
主
要
事
業

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
で
活
躍
す
る

フ
リ
ー
の
方
に
は
新
し
い
マ
ッ
チ
ン
グ
の

場
に
も
な
る
。
週
末
な
ど
に
は
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
面
白
い
こ
と
が
好

き
な
方
や
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
豊
富
な
方
、
何

と
な
く
田
舎
で
燻
っ
て
い
る
方
に
は
、
良

い
刺
激
に
な
る
場
所
だ
と
思
う
。

　

観
光
客
が
大
勢
詰
め
か
け
る
の
が
最
良

と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
お
店
が
立
ち
並

び
賑
や
か
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
観
光
で
は

な
い
。
海
野
宿
の
魅
力
は
何
だ
ろ
う
と
考

え
た
と
き
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
溢
れ
る
秋
の

街
道
は
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
近
く
に
あ
る
も
の
ほ
ど
そ

の
魅
力
や
価
値
に
は
気
が
付
き
に
く
い
。

お
気
に
入
り
の
本
や
カ
メ
ラ
で
も
持
っ
て
、

好
き
な
曲
を
聴
き
な
が
ら
宿
場
の
し
っ
と

り
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

う
ん
の
わ
支
配
人
　
関せ

き

　
仁ま

さ

彦ひ
こ

う
ん
の
わ
便
り 

秋

海
野
宿
滞
在
型

交
流
施
設

10
月
３
日

　
「
東
御
の
日
」
記
念
式
典

　

市
中
央
公
民
館
で
10
月
3
日
、
平
成
29

年
度
「
東
御
の
日
」
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

式
典
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
市
民
憲

章
の
唱
和
で
幕
を
開
け
、
式
辞
で
花
岡
市

長
は
、
東
御
市
の
重
点
施
策
の
進
捗
状
況

や
市
の
発
展
の
た
め
、
今
後
の
市
政
運
営

の
目
標
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
皆

さ
ま
へ
の
市
長
表
彰
や
、
多
額
の
寄
附
に

対
す
る
感
謝
状
授
与
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
を
行
い
、
花
岡
市

長
が
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
作
家
・
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
の
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
さ
ん
を
講
師

に
記
念
講
演
会
を
行
い
、
森
の
再
生
活
動

や
自
然
が
人
々
に
も
た
ら
す
癒
し
の
可
能

性
な
ど
を
自
身
の
体
験
を
も
と
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
市
長
表
彰

　

文
化
振
興
功
労

　
　

国く
に

見み　

敏と
し

子こ

さ
ん

　
　

瀧た
き

澤ざ
わ　

宏こ
う

司じ

さ
ん

　
　

中な
か

澤ざ
わ　

啓け
い

子こ

さ
ん

　
　

宮み
や

澤ざ
わ　

渉わ
た
る

さ
ん

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労

　
　

竹た
け

村む
ら　

武た
け

宣の
ぶ

さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労

　
　

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー　

　
　

音
楽
を
楽
し
む
会
ス
キ
ッ
プ

　
　

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ

　

保
健
衛
生
功
労

　
　

西に
し　

葉よ
う

子こ

さ
ん

　

公
共
土
木
振
興
功
労

　
　

小こ

山や
ま　

正ま
さ

則の
り

さ
ん

◇
感
謝
状

　
　

株
式
会
社
ミ
ク
ニ

※花いっぱいコンクールの入賞者につきましては、市報とうみ10月号（No.162）をご覧ください。

▲C.W.ニコルさんによる講演会

▲市長表彰および感謝状を受けられた皆さま
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1歳の誕生日おめでとう！（11月生まれ）
とうみっ子!!す す 育く く て

上
うえ

原
はら

　捺
なつ

愛
め

ちゃん（栗林）
（H28.11.2生）

菅
すが

沼
ぬま

　燈
あかり

ちゃん（加沢）
（H28.11.8生）

なっちゃん、１歳おめでとう。
いつもニコニコかわいい笑顔が大
好きだよ。
沢山遊んで大きくなろうね。

いつもニコニコ笑顔のあかりちゃん
沢山食べて沢山遊んで、これからも
すくすく成長してね♥♥

　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりが
な）・生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画財政課
広報担当までお送りください。締め切りは、11月8日（水）必着。
※原則、毎月8日が締め切りとなります。

（対象者 12月生まれの １
●

 歳）☆募集します！！☆

●
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課 
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係

　（
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
63

－

６
８
１
４

　

い
よ
い
よ
12
月
か
ら
田
中
地
区
・
滋
野

地
区
で
生
ご
み
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま

す
。
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

11
月
初
旬
か
ら
、
既
存
の
ご
み
指
定
袋

を
販
売
し
て
い
る
指
定
袋
取
扱
店
で
生
ご

み
専
用
袋
の
販
売
が
順
次
始
ま
り
ま
す
の

で
、
田
中
・
滋
野
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
ご

用
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

価
格
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
よ

う
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

●
価　

格
：
家
庭
用
10
枚
入
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

事
業
用
10
枚
入
３
５
０
円

　

●
大
き
さ
：
家
庭
用
10
Ｌ
相
当

　
　
　
　
　
　

事
業
用
30
Ｌ
相
当

　

●
使
用
期
限
：
製
造
か
ら
12
カ
月
以
内

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
生
ご
み
を
一
時

的
に
入
れ
て
お
く
集
積
容
器
（
蓋
付
集
積

バ
ケ
ツ
ま
た
は
集
積
袋
）
を
、
分
別
収
集

開
始
前
ま
で
に
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
市
が

設
置
し
ま
す
。

　

収
集
日
に
専
用
袋
に
入
れ
た
生
ご
み
を

集
積
容
器
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
収

集
業
者
が
容
器
の
中
身
の
み
収
集
し
ま
す
。

集
積
容
器
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
区
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

集
積
容
器
に
水
分
が
漏
れ
て
汚
れ
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
、
生
ご
み
の
水
切
り

の
徹
底
を
行
い
、
専
用
袋
の
持
ち
手
を

し
っ
か
り
縛
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
ご
み
の
水
切
り
に
あ
た
っ
て
は
、
水

切
り
容
器
の
購
入
に
補
助
金
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
市
内
の
取
扱
店

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
き

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
コ
ン

ポ
ス
ト
や
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
へ

の
補
助
も
継
続
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

田
中
地
区
・
滋
野
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、

市
報
10
月
号
と
一
緒
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

お
配
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
分
別
収
集
に
向
け
て

直
前
準
備
編

生
ご
み
専
用
袋
の

販
売
が
始
ま
り
ま
す

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

集
積
容
器
を
設
置
し
ま
す▲集積バケツ（イメージ）

水
切
り
容
器
補
助
金
を

活
用
く
だ
さ
い

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た

生ごみ
リサイクルシステム

田中地区・滋野地区の皆さんへ

その方法

現在、『生ごみ』は紙類と一緒に焼却処理がされています。

可燃ごみの減量化・資源化を推進するために、この『生ごみ』を有効な資源として捉え、

適切な分別と収集運搬を行い、建設を進めている堆肥化施設にて優良な堆肥を生産し、

市民の皆様に還元する市内全域を網羅した『資源循環型システムの実現』に向けて、

皆様一人一人のご協力をお願いします。

平成29年10月

12月1日から生ごみの分別収集が始まります

▲家庭用生ごみ専用袋

（2017年11月）市報とうみ 10



　10月1日、東御市総合体育大会が東御中央公園一帯をメイン会場に開催されました。今回は
21競技に 1,998 人の市民が参加。得意なスポーツで幅広い世代が競いました。

（敬称略）

第14回  東御市総合体育大会結果

競 技 種 目 部　　門 優　　勝

マレットゴルフ
70歳以上～80歳未満　女子 川 田 　 澄 子
80歳以上　女子 熊 谷 　 五 子

チャレンジ・
ザ・ゲーム

一輪車リレー
（タイム差）

くるみ 幼 稚 園
ちゅうりっぷ女の子C

一輪車リレー
（スピード）

くるみユニサイクル
３・５・６年生混合

なわとび　小学校低学年 下 條 　 美 涼
なわとび　小学校高学年 高 藤 　 健 吾
60mぞうきんかけリレー 北御牧小男子６松

ヘルシーダンス 社交ダンス 参加者24名
ビーチボール 女子 根 っ こ

卓 球

小学4年生以下　男子 佐 藤 　 凪 紗
小学4年生以下　女子 荒 井 　 真 奈
小学5・6年生　男子 堀 場 　 翔 斗
小学5・6年生　女子 櫻 井 　 羽 菜
中学生　男子 渡 辺 　 悠 生
中学生　女子 渡 辺 　 美 咲
16歳以上　男子 田 中 　 智 章
16歳以上　女子 浅 海 　 文 香
55歳以上　男子 三 井 　 幸 雄
55歳以上　女子 浅 倉 　 陽 子
団体戦 祢 津

ユニバーサル
スポーツクラブ

フライングディスク 10月22日
雨天中止ボッチャ

弓 道

団体戦 和
個人戦　近的 栁 澤 　 真 純
個人戦　遠的 宮 澤 　 利 彰
個人戦　初心者 藤 田 　 正 夫

グ ラ ウ ン ド
ゴ ル フ

男子 後 藤 　 一 男
女子 直 井 千 鶴 子

空 手 道

形

幼年 松 林 　 正 陽
教室生　小学校低学年 依田　新太郎
教室生　小学校高学年 小林　菜那子
有級・有段　小学校低学年 小 嶋 　 豹 珂
有級・有段　小学校高学年 鈴 木 　 陽 向
有級・有段　女子 森 川 　 侑 希
有級・有段　中学男子 細 川 　 蒼 輝

組
　
　
手

幼年 松 林 　 正 陽
教室生　小学校低学年 和 久 　 柚 香
教室生　小学校高学年 小 林 菜 那 子
有級・有段　小学校低学年 小 嶋 　 豹 珂
有級・有段　小学校高学年 渡 邉 　 貫 授
有級・有段　女子 和 泉 　 結 生
有級・有段　中学男子 渡 邉 　 佑 山

太 極 拳 参加者28名

ふわっとテニス チャンピオン 竹 内 不 二 夫
飯 島 　 清 子

競 技 種 目 部　　門 優　　勝
軟 式 野 球 田 中
ソフトボール 男子 和

バレーボール
男子 ら い で ん
女子 田 中 ・ 滋 野

バスケットボール 田 中

ソフトテニス

小学3・4年生　男子 花 岡 　 大 輔
久 保 　 昇 生

小学3・4年生　女子 金 井 　 梨 聖
小 林 　 結 菜

小学5・6年生　男子 内 川 　 健 斗
関 　 　 蒼 太

小学5・6年生　女子 高 橋 　 愛 埜

中学生　男子 田 中 　 琉 輝
柏 木 　 乃 暉

中学生　女子 花 岡 　 笑 奈
手 塚 　 万 桜

一般　男子 竹 花 　 明 洋
宮 澤 　 靖 志

壮年　男子 飯 島 　 康 男
池 田 　 一 彦

一般　女子 斉 藤 あ い こ
関 　 　 明 恵

壮年　女子 渡 辺 　 良 子
碓 氷 　 昌 代

剣 道

小学1年生 五 十 嵐 胡 桃
小学2年生 深 井 　 漣 晟
小学3年生 小 沢 　 好 輝
小学4年生 五 十 嵐 　 佑
小学5・6年生　男子 五 十 嵐 　 鼎
小学5・6年生　女子 柳 澤 　 心 奈
中学生　男子 五十嵐実玖琉
中学生　女子 渡 辺 　 綾 夏
小学生団体戦 尚 武 館
中学団体戦 東部中学校男子

サ ッ カ ー F C  K I D s 　
おやじーずJr

ゲートボール し な の

テ ニ ス
男子 桜 井 　 得 二

野 中 　 耕 平

女子 川 口 　 夏 子
鷲 原 　 　 育

柔 道

中級 中 澤 　 涼 誠
中上級 鷹 野 　 碧 生
上級 新 井 　 善 心
中学生　女子 堀 内 　 希 莉
中学生　男子 和 田 　 晃 侑
一般 新 井 　 大 心

マレットゴルフ

18歳以上～70歳未満　男子 土 屋 　 政 明
70歳以上～80歳未満　男子 大 澤 　 信 行
80歳以上　男子 小 林 　 春 義
18歳以上～70歳未満　女子 西 野 入 節 子
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地
域

おこ
し協力隊が行

く！

Vol.6

November 2017

今年仕込んだワインは？

10月就任！新人協力隊員 大久保昌平です

　「今年は買いだ。」
　知り合いのワインの造り手の方がそうおっしゃってい
ました。ワインぶどうの収穫時期に好天が続き、非常に
良い状態でワインに仕込むことができているようです。
　「千曲川ワインバレー奇行」というタイトルでワインを
紹介するまんがを描いておりますが、取材をしていると苦しい話も多く聞かさ
れます。特に天候に関しては人が太刀打ちできない話が多く、自然の中でモ
ノづくりをすることの厳しさをうかがい知ることができます。
　今年は 5月頃の雹害、8 月の日照不足と不安要素がありましたが、それら
を乗り越え無事良い状態で収穫までたどり着けたようです。そんな話をする造
り手の方は非常に良い笑顔でした。リアルタイムで体験した気候を踏まえてワ
インの味が楽しめるのは地元住民ならでは。今仕込んだワインは来年市場に
出てくるのでしょうか。皆さん「買い」だそうですよ。
　（追記）と思いきや 10 月中旬は雨ばかり。天気は本当にわからない！

（鮱名星児隊員）

　湯の丸山に登山で訪れた時、山頂からの景色の素晴らしさはもちろんです
が、市内のどこでも感じられる景色の素晴らしさに魅了されました。また、市
内のワイナリーを訪れ、ワイナリーの「特色」や「こだわり」といった個性的
なワイナリー展開に精力的に取り組んでいることを目の当たりにしました。
　登山、温泉、自然、畑で育つ様々な野菜や果物。そして、ぶどうが作り出
すワインなど、私は東京都の出身ですが、多くの魅力ある東御市に魅了され、
東御市を訪れていました。
　東御市を訪れるにつれて、東御市を訪れる方が増え、交流や循環のある

まちづくりや地域おこしにかかわらせていただきたい、
その思いが深まり、今の私があります。
　「また訪れたい・また味わいたい・そして新たな魅
力を見つけたい」、そんな東御市を目指して、私自身
が東御市に溶け込み、かかわらせていただく中で、東
御市の皆さんとともに、「東御のよさ」をひろげる観
光プロモーション活動に全力で取り組みます。

みんなどうしてる？

　駅前エリアをもっと盛り上げたい！と
菊地夏代隊員が協力した「田中まちな
かハロウィン」は、今年で 2 回目。男
性職員らの先頭に立ち、御牧原から駅
前までカボチャを運び、レイアウト。軍
手に長靴がキマる男らしいです。このか
ぼちゃは、千葉の某テーマパークにディ
スプレイされているものと同じ農家さん
のものです！

　「寝る時間がない！」と芸術祭事務局
の森健太郎隊員。目もうつろな彼を心
配する声が住民からあがるほど多忙を
極めました。今年の芸術祭のテーマは

「Life is Art!」。有賀慎吾隊員は「東
御の自然、歴史、地元の暮らしの要素
を取り入れた作品が多く、テーマに沿っ
た素晴らしい芸術祭となりました。ワー

クショップやボラン
ティアへの参加、あ
りがとうございまし
た」

こだわりのハロウィンかぼちゃ

眠る時間も惜しんで、全力で芸術祭！

（2017年11月）市報とうみ 12



し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催
し
た
子
育
て
・

教
育
文
化
部
会
主
催
の「
流
し
そ
う
め
ん
」

に
も
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
楽

し
そ
う
に
流
し
そ
う
め
ん
へ
箸
を
の
ば
し

て
い
ま
し
た
。
前
日
の
大
雨
で
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
お
や
じ
の
会
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
事
前
準
備
の
お
か
げ
で
何
と

か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

豚
汁
も
用
意
さ
れ
、
焼
い
た
ニ
ジ
マ
ス

を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
親
子
と
も
ど
も
楽

し
い
夏
休
み
の
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
18
日
早
朝
よ
り
和
地
域
づ
く
り
の

会
総
勢
48
名
で
、
和
学
校
記
念
館
の
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
和
学
校
記
念
館
は
和

地
区
の
大
切
な
歴
史
遺
産
の
一
つ
で
す
。

整
備
事
業
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
な
が
ら
、

地
域
の
魅
力
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

７
月
30
日
に
は
、
和
小
学
校
樹
木
園
に

お
い
て
和
お
や
じ
の
会
と
和
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
催
に
よ
る
「
魚
つ
か
み
取
り
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
親
子
合
わ
せ
て
3
0
0

名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
と
り
行
わ
れ
ま

和
地
域
づ
く
り
の
会

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
通
信

●
問
い
合
わ
せ
先

　
和
地
域
づ
く
り
の
会

　
☎
62

－

０
２
０
１

和
学
校
記
念
館
整
備
事
業 

開
催

笑
顔
に
つ
な
が
る
た
め
に

ひ
ろ 

た

あ
つ
ひ
ろ

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

廣
田

　敦
弘

（153）

　

市
報
と
う
み
９
月
号
の
「
部
落
差
別
解

消
推
進
法
」
に
関
す
る
記
事
を
多
く
の
人

が
目
に
し
た
と
思
う
。
こ
の
法
律
は
現
に

存
在
し
て
い
る
部
落
差
別
を
解
消
す
る
こ

と
に
あ
る
。
部
落
差
別
を
は
じ
め
様
々
な

差
別
が
な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
人
の
嫌
が
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な

い
。
人
に
嫌
な
思
い
を
さ
せ
て
は
い
け
な

い
。
い
じ
め
を
し
て
は
い
け
な
い
。
人
を

差
別
し
て
は
い
け
な
い
。」
と
教
え
ら
れ

て
き
た
。
誰
も
が
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
人
に
嫌
な
思
い
を
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
要
因
の
一
つ
に
「
す
り
込
ま
れ
て

し
ま
っ
た
意
識
」
が
あ
る
と
思
う
。
人
に

嫌
な
思
い
を
さ
せ
る
多
く
の
言
葉
や
行
い

が
、
無
意
識
に
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
て
い

た
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
行
事
・
習
慣
・

し
き
た
り
の
中
に
も
多
く
見
ら
れ
た
。
こ

れ
ら
の
多
く
は
生
活
の
中
で
目
に
し
た
り
、

耳
に
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
そ

れ
が
い
い
こ
と
だ
と
か
い
け
な
い
こ
と
だ

と
は
考
え
ず
、「
普
通
」
の
こ
と
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
正
し
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
た
「
普
通
」
の
中
に
実
は
そ

う
で
は
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
学
級
名
簿
で
あ
る
が
、
私
の

小
中
学
生
の
頃
は
、
男
子
が
先
で
女
子
が

後
と
い
う
の
が
「
普
通
」
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
今
で
は
見
直
さ
れ
て
き
た
が
、
葬
儀

の
時
な
ど
の
清
め
の
塩
な
ど
も
そ
う
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
意
味
す
る
こ
と
を
意
識
せ

ず
に
過
ご
し
て
き
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。

　

自
分
で
は
「
普
通
」
だ
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
、
実
は
人
に
嫌
な
思
い
を
さ
せ
て
い

た
。
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

諸
々
の
人
権
同
和
教
育
の
研
修
会
や
講
演

会
に
お
い
て
だ
っ
た
。
自
分
の
偏
見
や
間

違
っ
た
理
解
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

示
さ
れ
た
具
体
的
な
事
例
か
ら
、
自
分

が
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
、

は
っ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
研
修
会
や
講
演
会

で
は
「
正
し
く
知
る
こ
と
」「
人
権
感
覚

は
磨
か
な
け
れ
ば
曇
っ
て
し
ま
う
」
と
い

う
こ
と
を
何
度
も
耳
に
し
た
。
こ
の
よ
う

な
会
に
多
く
の
人
が
参
加
し
、
正
し
く
知

る
こ
と
が
差
別
解
消
へ
の
糸
口
に
な
る
と

思
う
。

　

言
動
が
温
か
い
人
に
出
会
っ
た
時
は
、

そ
の
人
の
ふ
る
ま
い
や
お
話
に
、
知
ら
ず

知
ら
ず
に
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
分
も
そ
ん
な
風
に
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
う
。
正
し
く
知
り
、
行
動
に
生
か
す

こ
と
は
自
分
の
た
め
で
も
あ
る
が
、
人
の

笑
顔
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
た
い
。

魚
つ
か
み
取
り
大
会
・

流
し
そ
う
め
ん 

開
催
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〈広告欄〉

まるごと生活百科

国 民 年 金 アドバイス ワンポイントアドバイス税

11月の納税 （納期限 11月30日）

・固定資産税・都市計画税（4期）
・国民健康保険税（普通徴収）（6期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）（5期）
・介護保険料（普通徴収）（5期）

　税金の種類によって課税の基準や納税義務者は異なります。
　今月は、税金の種類別に課税の基準や納税義務者について
ご説明します

■市県民税
　毎年１月１日現在で住所がある人に対して、その住所地の
市町村が課税します。年の途中で転出しても、課税は継続し、
新たに転入した市町村で課税されることはありません。
■固定資産税
　毎年１月１日現在の固定資産（土地、家屋および償却資産）
の所有者に課税されます。年の途中で、売買や所有者変更な
どがあっても、１月１日現在の所有者が納税義務者となります。
■国民健康保険税
　一人ひとりが被保険者ですが、加入は世帯単位であるため、
世帯主が納税義務者になります。世帯主本人が会社の健康保
険に加入しているなど、国保加入者でない場合でも、納税義
務者となり、滞納による処分も世帯主が受けることになりま
す。就職等により社会保険加入となった方は、市役所の国保
年金係で必ず国保脱退の手続きを行ってください。
■軽自動車税
　毎年４月１日現在の所有者に課税されます。軽自動車を購
入したときや、譲渡したとき、また廃車したときは、速やか
に登録や廃車の手続きを行ってください。

●問い合わせ先
　税務課　収税管理係　☎62－ 1111（代表）

※口座振替により納税されている場合、納税義務者の変更や口座
名義人がお亡くなりになったときは、手続きが必要になります。
納税義務者や口座名義人を十分確認いただき、手続きをお願い
します。

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全
額が社会保険料控除の対象となります。その年の１月１日か
ら12月31日までに納付した保険料の全額です。

　社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明す
る書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成29年１月１日から９月30日までの間に国
民年金保険料を納付された方については、「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構か
ら送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの
証明書（または領収証書）を添付してください。（平成29年
10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保
険料を納付された方については、翌年の２月上旬に送付され
ます。）

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本
人の社会保険料控除に加えることができますので、ご家族あ
てに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についての
ご照会は、控除証明書のはがきに表示されている電話番号に
お問い合わせください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
発行されます

年末調整・確定申告まで大切に保管を!

●問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル
　　☎0570 －003 －004（ナビダイヤル）
　・受付期間　平成 29 年 11 月 1 日（水）～
　　　　　　　平成 30 年 3 月 15 日（木）
　・受付時間　月～金曜日 午前 8：30 ～午後 7：00
　　　　　　　第 2 土曜日 午前 9：00 ～午後 5：00
　　　　　　　・祝日（第 2 土曜日を除く）、12 月 29 日～
　　　　　　　　 1 月 3 日はご利用いただけません。
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75－8810

（2017年11月）市報とうみ 14



〈広告欄〉

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し上げま
す。（平成29年9月に寄附をいただいたものです。）

〈寄附金〉湯の丸高地トレーニング関連施設の整備に対する寄附
・ビジネスサービス株式会社
　代表取締役社長　北嶋　宏士　様（150万円）
・株式会社長野三洋化成
　代表取締役　後藤　淳　様（100万円）

〈物品〉
・ニュー１００万ドル　様（折り紙	6,000円分）

　公表については、同意をいただいた方のみ掲載しています。

●問い合わせ先
　寄附金について　企画財政課　財政係　☎ 64－ ５９０1
　物品について　　総務課　契約財産係　☎ 64－ ５8０５

★少しでも金物（かみそりの刃、バネ等）、電池やコードが
ついている物は、入れないでください。

★北御牧地区は分別方法が異なりますので、ごみ・資源物分
け方出し方ポスターをご覧ください。

容器包装プラスチックに
は、消費者が分別する際
の目印として、プラマー
クがついています。

プラマークのないものは
「容器包装以外のプラス
チック」として出してくだ
さい。

汚れが落ちないもの
は、「汚れの落ちな
い容器包装プラス
チック」として出し
てください。

容器包装プラスチックで
あっても、汚れがついて
いると、資源として再利
用することができません。

汚れているものは、軽
くゆすぐか、汚れを拭
き取ってから出すよう
にしましょう。

●問い合わせ先
　クリーンリサイクル係　☎63－6814

　容器包装プラスチックの分別収集は、容器包装リサイクル
法に基づいて実施しています。この法律では、消費者（市民）
の皆さんが分別排出し、市が分別収集し、容器包装を製造ま
たは使用する事業者がリサイクルの義務を負うという役割分
担が決められています。限りある資源を有効に活用するため、
分別排出にご協力をお願いします。

東部地区のプラスチックの
３分別について

No.147
なるほど The ごみ (gomi)

容器包装プラスチックの分別のポイント

 ① きれいな容器包装
 プラスチック

 ② 汚れの落ちない容器
包装プラスチック

 ③ 容器包装以外の
 プラスチック

プラマークが
ありますか？

きれいですか？

軽くゆすいで
汚れが落ちますか？

いいえ

いいえ

はい

は
い

い
い
え

は
い

おいしいヘルシークッキング 129

高野豆腐酢豚風
（1人分：エネルギー129kcal・塩分1.1g）

準備…高野豆腐と干ししいた
けをそれぞれ水で戻しておく
❶高野豆腐は水気を軽くしぼ
り、縦半分に切りそれぞれ6つ
にそぎ切りにする。揚げる直前
に片栗粉をまぶし油で揚げる。
❷人参は小さめの乱切りにし、
軽く茹でておく。
❸フライパンに油をひき、く
し切りの玉ねぎ、2センチ角
程度に切ったピーマンとパプ
リカ、うす切りにした干しし
いたけを炒め。火が通ったら
①と②を加え炒める。
❹Aの材料を全て混ぜ合わせ
調味料を作り、③に加えて軽く
とろみがついたら火を止める。

高野豆腐	.......................... 2枚
片栗粉	........................大さじ1
揚げ油	.............................適宜
油	...............................大さじ１
人参	.............................. 160g
玉ねぎ	........................... 160ｇ
ピーマン	........................ 100g
赤パプリカ	........................４０ｇ
干ししいたけ	.................... 2枚
　酢	...........................大さじ２
　しょう油	..................大さじ１
　ケチャップ	...............大さじ２
　砂糖	........................大さじ1
　中華味の素	.........小さじ1/2
　片栗粉	....................小さじ２
　しいたけの戻し汁	...大さじ３

材　料（4人分） 作り方

ヘルシー
ポイント

　豚肉の変わり
に高野豆腐を使
いました。

A
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ートピックスー　地域の話題

　₉月27、28日の₂日間にわたり、恒例の敬老祝賀訪問を行いました。
　市内にお住まいで、今年度中に88歳（米寿）、９９歳（白寿）、1００
歳を迎えられる皆さま234名のうち、7０名のお宅を花岡市長と小

こばやし

林
峯
みね

雄
お

市社会福祉協議会会長がお伺いし、長寿をお祝いしました。
　今年度中に市内で米寿を迎えられる方は2０7名（男性76名、女性
131名）、白寿を迎えられる方は1５名（男性₄名、女性11名）、1００歳
を迎えられる方は12名（男性₂名、女性1０名）でした。
　お祝いを受けられた皆さん、これからもお元気でお過ごしくださ
い。

　東部中学校は、児童生徒が学校花壇で草花を育てるこ
とにより学校環境美化と豊かな情操教育に役立てること
を目的とした「平成2９年度フラワー・ブラボー・コンクー
ル」において、最優秀賞の県知事賞を受賞しました。
　また、同校野球部も文部科学省杯第₉回全日本少年春
季軟式野球大会の県大会で優勝し、北信越ブロック大会
の出場を決めました。
　1０月11日、同校で市長報告会が行われ、緑化委員と野
球部生徒が出席し、それぞれ受賞の喜びと北信越大会で
の目標を語りました。

いつまでもお元気で
敬老祝賀訪問

東部中学校花壇コンクール最優秀賞、
軟式野球県大会優勝を市長へ報告

▲小泉幸子さん（1００歳、田沢区）の祝賀訪問

関係生徒による▶
市長報告のようす　

　₉月3０日、1０月₁日にわたり、「火
のアートフェスティバル2０17」（実
行委員会主催）が芸術むら公園で開
催されました。
イベント会場は、₆つにエリア分け
され、会場内を巡るスタンプラリー
を実施。
　「あそぶ」エリアでは、陶芸や絵
付けの体験、銅版画やガラス絵体験
などのワークショップが開かれたほ
か、のぼり窯で2,０００点を超える陶
芸作品の焼成が昼夜を通して続けら
れました。
　また、「たべる」エリアでは、東
御の名産品販売に加えて、宮城県気
仙沼市の海産物や新潟県上越市名立
の皆さんによる恒例のカニ汁の販売
が行われ、来場者は様々な食を満喫
しました。
　両日で約18,０００人の来場者でにぎ
わい、作品鑑賞や芸術体験を通して、
秋のひと時を過ごしていました。

火の　アート
フェスティバル

2017

▶
陶
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー

　（
９
月
3０
日
）

▶
花
火
の
打
ち
上
げ

　（
９
月
3０
日
）

▶
名
立
太
鼓
連
中
と
信
州
御
牧
太
鼓
保

存
会
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ（
1０
月
１
日
） ▲のぼり窯での焼成作業

▲コンクールで受賞した
東部中花壇
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で
き
ご
と
短
信

1０
・
９
▼
フ
ァ
ミ
リ
ー

	

健
康
体
力
測
定
会

1０
・
16
▼
緑
十
字
銅
賞
受
賞
報
告

1０
・
22
▼
衆
議
院
議
員
総
選
挙

1０
・
8
▼
小
学
校
運
動
会

	

（
田
中
、
祢
津
、
和
）

　₉月3０日から1０月2９日まで、市と東京藝術大学による域
学連携事業として「天空の芸術祭2０17」（実行委員会主催）
が開催されました。
　この芸術祭は、北御牧地域を会場に作家や団体の作品を
展示し、地域を巡って芸術作品を楽しむもので、今年が₂
回目の開催です。
　開催期間中には、サイクリングやウォーキングで作品を
巡るツアーやアーティストらによるシンポジウムなど多く
のイベントが行われ、北御牧の自然や風景を楽しみ、地域
と結びついたイベントとなりました。

　1０月16日、生涯スポーツ功労者として細
ほそ

田
だ

紀
のり

一
かず

さん（常田）が表
彰され、花岡市長への報告会を行いました。
　この表彰は、地域におけるスポーツの振興に顕著な成果を上げた
スポーツ関係者や団体を文部科学大臣が表彰するもので、細田さん
は、高校の体育教員として陸上競技の指導にたずさわり、また市陸
上競技協会の会長として市のスポーツ発展に尽力されました。
　報告会では、細田さんが受賞の喜びと、今後もスポーツ普及や競
技力向上に貢献していきたいと語りました。

地域がつくる芸術祭
天空の芸術祭開催

地域のスポーツ振興に貢献
生涯スポーツ功労者表彰受賞報告

▲市長への表敬訪問のようす

▲すくすくママ～ずによる絵本の読み聞かせ

▲芸術むら公園に制作された迷路の作品

　1０月12日、毎年恒例の「第1９回子育てフェスティバル～す
くすくひろばワン・ツー・スリー～」を北御牧子育て支援セ
ンター（みまき未来館）で開催されました。
　子育てボランティア「すくすくママ～ず」による絵本の読
み聞かせのイベントに始まり、遊びのひろばや各地区のバ
ザーコーナーなどで盛り上がりました。
　特に、遊びのひろばでは子どもたちの好きな木のおもちゃ
コーナーや魚釣りコーナーなどが用意され、参加した子どもた
ちは目を輝かせて工作や遊びに夢中になって遊んでいました。

子どもたちの元気な声が響き渡る
第19回子育てフェスティバル
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みんなが
主役
とうみっ子フォトニュース

祢津保育園
田中保育園

市内保育園、幼稚園で運動会が行われました。
保護者や地域の皆さんが見守る中、

子どもたちは各競技に全力で取り組みました。

保育園、幼稚園運動会

市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ編 集 後 記

　秋は、稲刈り、いもほり、り
んご狩りなど収穫のイベントが
盛りだくさん。これは、表紙の
写真に困らないと思っていたら、
曇天や雨が続き取材の延期や中
止が続きました。今回の表紙は、
貴重な晴れた日に撮れた１枚で
す。
	 （市報担当　長岡）

市内交通事故統計 9月分
平成29年 9月30日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 10件 89件 −25件

傷 　 者 10名 102名 −47名

死者（注2） 00名 01名 ±0名

（注1）平成29年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝9月の火災・救急件数＝

火災 1件（ 11件）
救急 93件（877件）

※カッコ内は平成29年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（10月 1日現在）

平成29年 9月 平成28年 9月

最高気温 30.0℃（10日） 32.3℃（06日）

最低気温 9.3℃（29日） 12.5℃（30日）

平均気温 19.4℃　 21.0℃

降 水 量 43.5㎜ 184.5㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコは前月対比 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡
し、 必ず水バケツなどを用意しましょう。

世帯数
	11,946世帯（＋ 1）
総人口
	 30,437人（−15）
男	15,028人（± 0）
女	15,409人（−15）

転入	 47人
転出	 65人
出生	 23人
死亡	 22人
その他	2人増
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エフエムとうみ 78.5MHz

月曜日から日曜日、毎日放送中

◦午前 7時 40 分～
◦午後 0時 40 分～
◦午後 6時 40 分～

『ラジオ
市報とうみ』

このコーナーでは
、保育園

や学校で行われた
行事など

を紹介します。

北御牧保育園

和保育園

くるみ幼稚園

海野保育園

滋野保育園


